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資料 1 自 然 公 園 等施設 の整備状況

( 1 ) 国立 ･ 国定公園

年度 公 園 名 事 業 名 議 事 業 内 容 事 業 費

昭和
4 6 犬 山 隠 岐

国 立 公 園

大 山寺 駐車

場 舗 装 整備

バ ス 発着所

舗装 整 備

大山町 面積 1 1 1 6 6 #

収容能力 2 0 6 台

面積 1 , 4 5 5 露

2 0 ,0 0 0

1 ,7 0 0

山 陰 海 岸

国 立 公 園

城原 園路整

備

鳥取 砂 丘

清 掃施 設整

備

砂丘道 路

チ ュ - ! ノプ

植栽

岩美町

鳥取市

福部村

安全柵 L = 6 3 3掘

焼却炉 1 、 空缶圧縮機 1

カ フ ス 粉砕機 1 ゴ ~ カ ゴ 2 8

収容棟 ( 9 8 # ) 1 棟

植栽延長 1 , 1 3 5 栩

チ ュ ー ノ ソ ブ球根 5 7 2 0 0 球

5 ,0 0 0

2 ,4 1 5

5 7 2

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･那 岐 山

国 定 公 園

雨滝園地整

備

国府町 面積 1 , 0 1 8 露 2 0 0 0

小 。十 I
3 1 , 6 8 7

4 7 大 山 隠 岐

国 立 公 園

大 山 頂 上歩

道 整備

清掃 施設整

備

大山町

溝 口町

延長 1 , 8 2 1 霧 、 柵延長 1 7 1 2囮

制 礼 4 3 本

ごみ焼却炉 、 空缶圧縮機

カ フ ス 粉砕機

2 ,2 0 0

3 ,0 0 0

山 陰 海 岸

国 立 公 園

鳥取 砂 丘道

路整 備

鳥 取 砂 丘道

路 補償 工 事

福部村

福部村

ア ス フ ト 舗装 L = 6 4 8 6 腕

、ハノ ニニ 7 0 羸

ス停 1

国道拡中 L = 1 8 8 震

VV = 3 0栩へ) 0 履

歩 道 L = 1 8 8 れ

~ハノ ニニ 3 履 へ) 1 5 碗

2 9 ,2 0 0

6 7 0 0
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年度 公 園 名 事 業 名
事 業

か 所
事 業 内 容 事業 費

昭和
4 7 氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那 岐 山

国 定 公 園

雨滝歩道整

備

国府町 L = 1 8 5 2 5翔 W ± 1 5 れ 3 , 4 0 0

小 口十 l 4 4 5 0 0

4 8 大 山 隠 岐

国 立 公 園

大平原清掃

施設整備

江府町 ごみ焼却炉 、 機械収納棟

電気設備 一式

3 , 00 0

山 陰 海 岸

国 立 公 園

鳥取砂丘駐

車場整備

鳥取砂丘道

路整備

福部村

鳥取市

面積 6 , 5 9 1 露

ア ス フ ト 舗装 L = 4 6 0 れ

VV ニニ 7 0 !3r2

ア ス フ ト 舗装 L = 3 4 0 碗

･バゾ ニ 7 .0 れ

1 4 6 0 0

2 0 0

1 8 , 2 0 0

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･那 岐 山

国 定 公 園

芦津園地整

備

智頭町 園地 L = 2 , 5 0 0 砺 W= 1 5 れ

駐車場面積 1 , 0 0 0 露 砂利敷

公衆便所 1 8 6 露

1 1 , 8 0 0

小 口十 7 2 8 0 0

4 9 大 山 隠 岐

国 立 公 園

大山 自 然科

学館整備

大山町 R C 二階建 延べ 3 9, 4 1 0 # 5 0 6 00

山 陰 海 岸

国 立 公 園

鳥取砂丘排

水処理施設

整備

鳥取市

福部村

排水管 H P の 2 0 0 % L ± 1 , 5 0 0 れ

L P の 1 5 0 % L ニ ー , 1 0 0 れ

必 2 0 0 % L = 6 5 0 砺

拝送 ポ ン プ 3 か所

沈殿池

電気設備汚泥槽

1 0 2 2 5 0

比 婆 道 後

帝 釈

国 定 公 園

船通山歩道

整備

日 南町 L = 1 , 1 7 0 戒 W= 1 0~ 1 5 舵

簡易施設

3 , 0 0 0

- 1 5 4 一



年 度 公 園 名 事 業 名
事 業

か 所
事 業 内 容 事 業 費

昭和
4 9

G旨導標10基 、 案 内板 2 基 )
千円

小 。十 1 5 5 , 8 5 0

5 0 大 山 隠 岐

国 立 公 園

鍵掛峠園地

整備

江府町 公衆便所 R C 2 , 6 8 8 #

駐車場 5 2 8 露

給排水工事 一式

1 0 ,0 0 0

氷 ノ 山 ･ 後

山 ･ 那 岐 山

国 定 公 園

氷 ノ 山野営

場整備

若桜町 野営場 9 , 0 0 0 髭 3 0 0人収容

取合車道 L = 5 0 6 栩 W = 3 0 肋

炊事場 2 2 8 潴 2棟

便所 1 8 6 # 2棟

給水施設

電気工事一式

28 0 0 0

小 。十 3 8 ,0 0 0

5 1 大 山 隠 岐

国 立 公 園

大山 自 然科

学館展示整

備

大山町 動植物 、 地形 、 地質 コ ー ナ ー整備 8 ,0 0 0

山 陰 海 岸

国 立 公 園

浦富駐車場

整備

鳥取砂丘道

路整備

岩美町

福部村

駐車場舗装 2 2 9 9 露

ロ ノ ク ネ ト 6 5 5 露

砂防冊 L = 1 8 2 れ H = 9 5 ‘伽

7 ,8 0 0

5 0 0 0

氷 ノ 山 ･後

山 ･ 那 岐 山

国 定 公 園

氷 ノ 山野営

場整備

若桜町 サ イ ト 造園 4 0 32 露

歩 道 L = 2 6 0 栩 W= 1 5 椛

取付車道 L = 1 9 8 栩 W= 3 . 0 れ

2 9 , 0 0 0

小 。十 4 9 8 0 0

5 2 大 山 隠 岐

国 立 公 園

大山 自 然料

学館展示整

備

大山町 動植物 、 地形 、 地質 コ - ナ ー整備 l l o o o

小 。十 1 1 ,0 0 0

- 1 5 5 一



年度 公 園 名 事 業 名 議 事 業 内

鞠
5 3 大 山 隠 岐

国 立 公 園

槙原駐車場

大山 自然科

学館展示整

備

大山町

大山町

駐車場造成

人文 コ ー ナ ー整備

小 。十

5 4 大 山 隠 岐

国 立 公 園

大平原

園地整備

槙 原

園地整備

ー向平

野営場整備

江府町

大山町

東伯町

駐車場舗装 ( ア ス フ ァル ト )

芝生広場造成 1 1 , 5 0 6 #

プ ソ ト サ イ ト 整備 2, 1 4 6

炊 事 場 3 6, 1 ば 1

公衆便所 3 3. 3 # 1

給水施設 1

小 。十

5 5 山 陰 海 岸

国 立 公 園

氷 ノ 山 後

山 那 岐 山

国 定 公 園

山陰海岸

自 然科学館

整備

氷 ノ 山野営

場整備

岩美町

若桜町

R C 造平家建 3 9 3. 6 #

展示 1 式

管理車道舗装 W= 3 0 #

L = 7 0 5 銘

小 話

5 6 山 陰 海 岸

国 立 公 園

山陰海岸 目

然科学館整

備

岩美町 駐 車 場 AS舗装 1, 4 4 4

サ イ ト 造園 8 9 6

汚水浄化施設 1

空澗施設 1

展 示 1

山 陰 海 岸

国 立 公 園

羽尾岬

歩道整備

岩美町 歩 道 L = 1 , 3 1 0

W -, 1 , 5

大 山 隠 岐

国 立 公 園

ー向平

野営場整備

東伯町 駐 車 場 1, 0 5 0

管 理 棟 木造 4 8, 7

小 。十

合 計

容 事 業 費

24, 0 0 O

1 0, 0 0 O

3 4, 0 0 0

2, 5 0 0 れ2 1 0 , 0 0 0

2 0, 0 0 0

1 2, 0 0 O

4 2, 0 0 0

8 0, 0 0 0

1 4,0 0 0

9 4, 0 0 0

‘ 5 9, 2 4 5

1 0, 0 0 0

ぢ 1 4, 8 0 0

8 4, 0 4 5

6 5 7, 6 8 2一



( 2 ) 県立公園 ( 単県補助事業 )

年度 公 園 名 事 業 名
事業

か所
事 業 内 容 事 業 費

昭和
4 6 三 朝東郷湖

県 立 公 園

打吹公園公

衆便所

馬の 山車道

鉢伏山駐車

場

倉吉市

羽合町

東郷町

1 棟 2 6 露

L = 6 5 4 れ W= 4 履

面 積 1 8 7 5 #

収容力 バ ス 5 台 小型車 5 2 台

1 0 0 0

と 4 0 0

2 , 0 0 O

奥 日 野

県 立 公 園

滝山公園園

地

日野町 歩 道 8 2 6 霧

東 屋 1 4 # 3 棟 2 , 6 0 0

小 。十 8 0 0 0

4 7 三朝東郷湖

県 立 公 園

打 吹 公 園

歩 道

倉吉市 L = 4 9 1 7 戒 Wー 2 , 0 れ 1 0 0 0

奥 日 野

県 立 公 園

滝山公園歩

道

日 野町 L = 5 1 6 ,8 れ W= 1 0 虎 1 , 8 0 0

小 口十 2 8 0 0

4 8 三朝東郷湖

県 立 公 園

打吹公園歩

道

三徳山歩道

倉吉市

三朝町

L = 4 6 5 , 8 れ VV = 2 0 戊

L = 3 1 4 8 れ VV = 1 5 れ

1 , 0 0 0

2 , 4 00

1 , 0 0 0奥 日 野

県 立 公 園

滝山公園芝

張

日 野町 面 積 1 , 5 0 8 . 6 露

小 。十 4 , 4 0 0

4 9 三朝 東郷湖

県 立 公 園

打吹公 園園

地

倉吉市 歩 道 L = 4 0 0 れ W= 1 5 れ

清掃設備 、 焼却炉 1 基

2 , 0 0 0

奥 日 野

県 立 公 園

滝山公園休

憩舎

石霞溪歩道

日 野町

日 南町

鉄骨 カ フ ー ト タ ンぶき 3 5 #

簡易施設 ( ヘ ンチ 2 基 )

L 一 7 0 0 れ VV - 2 0 れ

1 0 0 0

3 5 0 0

小 。十 6 , 5 0 0

- 1 5 7 -



年度 公 園 名 事 業 名 妻 箋 事 業 内 容 事 業 費

昭和
5 0

奥 日 野

県 立 公 園

鵜 ノ 池公園

歩道

石霞渓歩道

日 野町

日 南町

L = 4 8 5 れ W" 1 5 れ

L = 1 1 0 .2 れ W= 1 0れ

2,0 0 0

1 , 5 0 0

小 計 3, 5 0 0

5 1 奧 日 野

県 立 公 園

鵜 ノ 池園地 日 野町 給水槽 1 基、 給水管 2 0 0 れ

洗 場 1 か所

2, 0 0 0

小 話 2, 0 0 0

5 2 三朝東郷湖

県 立 公 園

大平山園地 倉吉市 遊歩道 L = 6 8 7. 8 れ W = 1 . 5 れ

取付道路 L = 2 8, 5 れ W= 2.0 れ

植栽 ( サ ク ラ ) 8 5 本

3, 0 0 0

奥 日 野

県 立 公 園

鵜 ノ 池園地 日 野町 整 地 1 0, 0 0 0 可

便 所 2 棟

2, 0 0 0

小 計 5, 0 0 0

5 3 奧 日 野

県 立 公 園

鵜 ノ 池園地 日 野町 整 地 9, 8 6 0 #

張 芝 1 , 2 2 0 #

2, 0 0 0

三朝東郷湖

県 立 公 園

大平 山園地

浅津駐車場

三朝駐車場

倉吉市

羽 合町

三朝町

広場整備 4, 3 6 3 オ 取付道 4 5 れ

排水溝 2 1 8 れ

駐車場舗装 1, 2 4 0 #

駐車場舗装 5 8 4 # 案内板 1 基

外 稲 8 5 #

2, 0 0 0

2, 0 0 0

2, 0 0 0

小 計 8, 0 0 0

5 4 三朝東郷湖

県 立 公 園

大平山園地

打 吹 公 園

三 朝 園 地

倉吉市

倉吉市

三朝町

駐車場造成 9 8 2 #

休憩所 3 92 9 # 1 棟

休憩所 1 6. 0 # 1 棟

2, 0 0 0

3 , 0 0 0

2, 0 0 O

小 口十 7, 0 0 O

5 5 三朝東郷湖

県 立 公 園

大平山園地 倉吉市 休憩所 2 2 # 1 棟 2, 0 0 0

奥 日 野

県 立 公 園

鵜 ノ 池車道 日 野町 車道舗装 W" 3. 5 れ

L 二 4 5 0 れ

5, 6 3 0

小 口十 7, 6 3 0

5 6 三朝東郷湖

県 立 公 園

奥 日 野

県 立 公 園

大平山園地

鵜 ノ 池車道

花見山駐車場

倉吉市

日 野町

日 南町

展望休憩所 鉄骨造 り 3 3. 9 #

車道舗装 W= 3. 5れ L = 4 5 8 れ

駐車場 8 6 6 #

5, 2 0 0

4, 0 0 0

6 , 0 0 0

小 計 1 5, 2 0 0

合 計 7 0, 0 3 0
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( 3) 中 国 自 然歩道

年度 整備 路 線 名 事 業 か 所 事 業 内 容 事 業 費

昭和
5 2

川 床 - 向 平線 大 山 町

東 伯 町

歩道改良 L = 9 , 0 3 9 履 W= 1 5 履

吊 橋 L = 4 5 脇 W= 1 . 0 れ

( 大山 隠岐国立公園内 )

千円

2 9 , 8 0 0

岩 戸 大 谷 線 岩 美 町

福 部 村

歩道新設 L = 2 , 6 5 0 霧 W = 1 5 れ

休憩所 1 棟 2 8 # 公衆便所 2 棟 4 9 #

( 山陰海岸国立公園内 )

3 0 , 2 0 0

小 。十 6 0 , 0 0 0

5 3 川 床 ･ 赤 松 線 大 山 町 歩道新設 L = 6 4 9 舵 W= 1 5 霧

休憩所 1 棟 2 8 #

歩道改良 L = 3 , 9 6 7 栩 W= 1 5 舵

( 大山隠岐国立公園 内 )

2 7 2 0 0

雨 竜 扇 ノ 山線 国 府 町

岩 美 町

歩道新設 L = 5 , 5 5 2 鵬 W= 1 0 批~ 1 5 脇

歩道改良 L = 5 , 5 0 0 疏 W= 1 0 砺~1 5 脇

橋 L = 1 0 栩 W= 1 . 5 蔵

休憩所 1 棟 5 5 #

( 氷 ノ 山 ･ 後山 ･ 那岐山 国定公園内 )

3 2 , 8 0 0

小 。十 6 0 , 0 0 O

5 4 雨 滝 ･ 大 谷 線 鳥 取 市

国 府 町

岩 美 町

福 部 村

歩道新設 L = 6 , 9 2 1 囮 W= 1 0 れ

標識区間 4 6 5 劭

休憩所 4 棟 5 1 #

公衆便所 1 棟 2 0 濯

( 公 園 外 )

4 5 , 0 0 0

- 向平 三朝 線 倉 吉 市

東 伯 町

関 金 町

東 郷 町

三 朝 町

歩道新設 L = 2 , 7 0 0 れ W = 1 5 れ

標識区 間 4 6 0 劭

休憩所 2 棟 2 2 可

公衆便所 3 棟 3 7 #

( 公 園 外 )

3 6 0 0 0

小 。十 8 1 , 0 0 0 所

- 1 5 9-
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年度 整 備 路 線 名 事業か所 事 業 内 容 事業費

昭和
5 5 岩 戸 浜 坂 線 福 部 村

鳥 取 市

標識区間 6. 3 碗

公衆便所 1 棟 1 6 #

( 山陰海岸国立公園内 )

7, 0 0 0

浜 坂 三 朝 線 鳥 取 市

鹿 野 町

三 朝 町

歩道新設 L = 6, 0 0 0 れ W= 1 . 0 れ

標識区間 4 5 5陥

休 憩 所 2 棟 2 6 #

公衆便所 1 棟 1 2 #

( 公 園 外 )

5 2, 8 0 0

小 。十 5 9, 8 0 0

5 6 芦 津 三 滝奥線 智 頭 町 歩道 (改良 ) W= 1 . 5 れ L = 2, 1 9 2 れ

標識区間 5. 0 陥

休 憩 所 ギ木造 1 9. 8 #

( 氷 ノ 山後山那岐山 国定公園 )

1 7 , 6 0 0

広留野 ･ 扇 ノ 山線 若 桜 町 歩道 (改良 ) W = 1 . 5 れ L = 1 , 0 8 8 れ

標識区間 L5碗

( 氷 ノ 山後山那岐山国定公園 )

7, 2 0 0

芦 津 広留野線 智 頭 町

八 東 町

若 桜 町

歩道 (改良) W= 1 . 5 れ L = 1 0 , 0 1 7 れ

標識区 間 2 1 . 0悔

休 憩 所 ギ木造 1 9. 8 #

3 3, 9 0 0

小 。十 5 8, 7 0 0

合 。十 3 1 9, 5 0 0



昭 和 5 5 年 度 ま で の 整 備 状 況

、 東郷池 湖山池 岩 美 郡＼＼ 、 @ 気高
l 、･、 、 、 、 西伯郡 東伯 郡 鳥取市
窓 米子 、 ＼、大山 倉吉市

　

扇 ノ 山

八 頭 郡 ▲ 氷

山

---- 整 備 区 間

- - - - 一一 予 定 区 間



資料 2 昭和 5 5 年度常時監視測定結果の他県 と の比較

1 概 要

昭和55年度 に 中国 5 県 で行われた 環境大気測定局の測定結果の う ち 、 環境基準物質に つい て比

較 し た も の であ る o

各物質 ( 二酸化硫黄、 一酸化炭素 、 浮遊粒子状物質、 二酸化窒素 、 光化学 オ キ ン ダ ン ト ) に つ

い て の 比較は表 1 ~表 5 の と お り で あ る 。

注 1 各表中数値は 、 昭和55年度 ｢ 一般環境大気測定局測定結果報告 ｣ 環境庁大気保全局大気

規制課編昭和56年1 2月 か ら抜 粋。

注 2 局数に つい て 、 上段は設置主体が市町村を含 め た数 、 下段 ( ) 内 は 設置主体が都道

府県の数。

注 3 複数局 あ る鳥取、 岡山、 広 島 、 山 口 の 各県 につい て は 、 測定結果 の最小局 と 最大局 の 側

定 数値 を掲げた 。

2 各物質の比較

表 1 ~表 5 の と お り

表 1 二酸化硫黄の比較

球芯
年平均値

1 時 間 値 が 0 1 PPm

を 超 え た 時 間 数

と そ の 割 合

日平均値が 0 04ppm を

超 え た 日 数

と そ の 割 合

1 時間値

の最高値

日 平均値

の 2 %

除 外 値

( 皿 ) ( 時間 ) ( % ) ( 日 ) ‘ % ) ( ppm ) ( ppの

鳥 取

6

( 6 )

0 0 0 4

2

0 0 1 1

1 0 . 1 O O

0 0 6

2
0 1 1

0 0 1 4

2
0 0 3 2

島 根

1

( 国設 )

0 0 0 3 O O O O 0 0 4 0 0 0 8

岡 山

54

( 1 4 )

0 0 0 5

ノ

0 0 2 3 02第
O

2
0 3

O

2
1 3

O

2
3 6

0 0 4

2
0 1 8

0 0 1 0

2
0 0 4 5

広 島

49

( 20 )

0 . 0 0 3

2
0 0 2 0 0･ど4

O

2
0 0

O

2
1

O

ゾ
0 3

0 0 3

2
0 1 3

0 0 0 6

2
0 0 3 5

山 口

42

( 1 2 )

0 0 0 4

2
0 . 0 1 6 0･′･5

O

2

0 . 1

O

2
1

O

2
0 . 3

0 0 3

2
0 2 1

0 0 0 8
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表 ' -酸イヒ炭搖較

球＼分
年平均値

8 時間値が20 ppmを超

え た 回数 と そ の 割合

日 平均値が 1oppm を 超

え た 日 数 とその割合

1 時間値

の 最高値

日 平均値
の 2 %
除 外 値

( ppの ( 回 ) ( % ) ( 日 ) ( % ) ( ppm ) ( ppの

鳥 取

5

( 5 ) 0 3J第 O O O O 2、′、5 61Q21

島 根

1

( 国設 )

0. 4 O O O O 2 0 8

岡 山

2

( 1 ) 0 6!" O O O O

5

2

6

1 . 2

2

1 8

広 島

1

( 国設 )

0. 3 O O O O 1 0 7

山 口

4

( 4 ) 館!1 9 O O O O

1 4

?

7

1 2

2

3 6

表 3 浮遊粒子状物質の比較

斌※
年平均値

1 時 間 値 が 0 20
栩尻/# を 超 え た 時間
数 と そ の 割 合

日 平 均値 が 0 1 0
噂// #を超えた 日 数
と そ の 割 合

1 時間値

の 最高値

日 平均値
の 2 %
除 外 値

( "‘/ # ) ( 時間 ) ( % ) ( 日 ) ( % ) ( 妙 ‘ん"! ) ( 囮“/疑 )

鳥 取

5

( 5 )

0 0 3 0

2

0 0 3 5 0･で8 o!僻 O O

0 1 7

2

0 4 9

0 0 6 3

2

0 0 8 4

島 根

岡 山

広 島

1 2

( 4 )

0 . 0 3 2

2

0 . 0 6 3

1

2
1 9 3

0 0

2

2. 2

1

2
4 6

0 3

2
1 2. 7

0 2 1

2
0 4 6

0 0 7 3

2
0 1 6 8

山 口

- 1 6 3 -



表 4 窒 素 酸 化 物 の 比 較

!
-
の
キ
ー

※
一 酸 化 窒 素 ( N O ) 二 酸 化 窒 素 ( N 0 2 ) 窒 素 酸 化 物 ( NO 十 NOの

年 平

均 値

1 時 間

値 の 最

高 値

日 平均

値の年
間98%
値

年 平

均 値

日 平均値力め 06 ppm

を 越 え た 日 数 と そ

の 割合

1 時 間

値 の 最

高 値

日 平均
値の年
間98%
値

年 平

均 値

1 時 間

値 の 最

高 値

日 平均

値の年
間98%
値

N0 2

NO十Nα

( ppm ) ( ppm ) ( ppの ( ppm ) ( 日 ) ( % ) ( ppm ) ( ppm ) ( ppm ) ( ppm ) ( p皿 ) ( % )

鳥 取
5

( 5 )

0 0 0 2

2

0 0 0 6

0 . 0 6

ノ

0 2 0

0 . 0 0 7

ジ

0 0 2 6

0 0 0 4

Z

0 . 0 1 1

O O

0 0 3

2

0 . 0 7

0 . 0 1 0

2

0 . 0 2 6

0 0 0 5

2

0 . 0 1 8

0 0 9

2

0 . 2 5

0 . 0 1 7

2

0 . 0 5 7

6 3 . 3

2

7 3 . 9

島 根
1

( 国設 )
0 . 0 0 2 0 0 6 0 0 1 0 0 0 0 4 O O 0 . 0 5 0 0 1 5 0 . 0 0 6 0 0 8 0 . 0 2 3 7 2 2

岡 山
42

( 2 2)

0 0 0 3

ノ

0 . 0 3 6

0 . 0 8

2

0 0 3 4

0 . 0 1 3

メ

0 . 1 0 4

0 0 0 5

2
0 0 3 0

O

2
1

Q

2

0 3

0 0 4

2
0 1 4

0 . 0 1 2

2
0 0 4 4

0 . 0 0 8

2
0 0 6 6

0 . 0 6

2
0 3 9

0 0 1 8

2
0 1 3 5

3 8 5

2
7 6 6

広 島 3 7

( 1 5 )

0 . 0 0 1

2
0 0 3 1

0 0 2

2
0 . 4 5

0 0 0 8

2
0 0 9 1

0 . 0 0 6

〉

0 0 3 5

O

ノ
1

O

ノ
0 3

0 0 4

ノ
0 1 4

0 0 1 4

ノ
0 0 5 8

0 0 0 7

2
0 0 6 6

0 0 5

〉

0 5 1

0 0 1 9

2
0 1 4 3

4 4 7

Z
8 4 4

山 口 27

( 2 2 )

0 0 0 3

2

0 0 2 7

0 1 0

ノ

0 4 0

0 0 1 0

2
0 0 7 8

0 0 0 8

ノ
0 0 2 6

O

1

O

ノ
0 3

0 0 5

ノ
0 1 2

0 0 1 8

2
0 0 4 1

0 . 0 1 1

7

0 0 5 3

0 1 4

ノ
0 4 5

0 0 2 9

2
0 1 1 4

4 7 6

メ
7 5 1

圏 サ ル ツ マ ソ係数 0 . 桜 の 吸 光光度法で測定 し た結果



表 5 オ キ ソ ダ ソ ト の比較

球添
昼 間

測 定

日 数

昼 間

測 定

時 間

昼間の 1 時間値が

0 0 6 ppm を超えた 日

数 と 時間数

昼間の 1 時間値が

0 1 2 PPm以 上の日数

と 時間数

暦間の

1 時間

値 の最
高 値

昼間 の 日

最高 ] 時
間値の年
平均値

( 日 ) ( 時間 ) ( 日 ) ( 時間 ) ( 日 ) ( 時間 ) ( ppm ) ( ppの

鳥 取
5

( 5 ) ,程
7 0 2

5,3 4 5 2!1 2 5!" 0〉、O 0、(O 8鑑
0 0 3 8

て
0 0 4 3

島 根
1

( 国設 )
3 1 5 4,5 4 9 2 1 1 2 1 O O 0 0 8 0 0 4 2

岡 山
3 5

( 1 8 ) き 鍔
1,5 4 4

(
5,3 9 7 ,弓 メ 2 ! 呂 霊

0 0 2 5

‘
0 0 4 3

広 島
2 6

( 9 ) 講
3,8 7 6

(

5,3 0 4

タ
1 0 5 ･ 話 2 8 8 全 会

0 0 2 1

‘
0 0 5 2

山 口
1 9

( 1 3 ) 8 ! ; 4,7戸
5,2 1 6 話 , ヱ 8 8 8 8 8 0 .0メ 9

0 0 4 1

資料 3 ばい煙発生施設に係 る 窒素酸化物規制の経緯

第 1 次 規 制
(昭和48 年 8 月 )

第 2 次 規 制
( 50年 1 2 月 )

第 3 次 規 制
( 52年 6 月 )

第 4 次 規 制
( 頭 年 8 月 )

規 制 の 概 要

(D N0 x 排出基

凖の 設定
大型 ポ イ

フ - 、 大型加

熱炉及び硝酸

製造施設

( 1 ) 排 出基準値の
強化

(2 ) 規制対象施設
の 規模の 拡大

中型の ボ

イ フ ー 及び加

熱炉

(3) 規制対象施設

の種類の拡大

大型 の セ

メ ソ ト 焼成炉

及び コ ー ク ス

炉

( 1 ) 排 出基準値の

強化

(2) 規制対象施設
の規模の 拡大

小型 の ポ

イ フ ー 及び加

熱 、 中型 の セ

メ ソ ト 炉及び

コ ー ク ス炉

(3) 規制対象施設

の種類 の拡大

･ 焼結炉 、
ア ル ミ ナ焼成

炉及び廃棄物
焼却炉

( 1 ) 排 出基準値の

強化

@) 規制対象施設

の規模 の拡大

. 小型の ボ

イ フ ー 、 焼結

炉 、 ア ル ナ

瑕焼炉 、 金属

加熱炉 、 廃棄
物焼却炉

(3) 規制対象施設

の種類の拡大

･ カ ス 発生

炉 、 加 熱炉 、

蝦暁炉、 ばい

焼炉等の 施設

規制対象施設数

約 1 5 00

( 金霧華率霧 )

約 3 , 400

( 2 5 % )

約 1 3 00 0

( 9 5 % )

約 ] 0 5 , 00 0

(7 2 9 % )

全 ばい煙発生 施設

か ら排出 さ れ る N

o x 量に 占 め る 規

制対象施設か ら の
No x 量の 割合

38 % 44 % 7 3 % 9 5 %

国 昭和56年版 ｢ 環境 白 書 ｣ 環境庁編か ら抜粋。

- 1 6 5-



昭和 5 4 年 8 月 1 0 日 以降設置 された硫酸製造用反応炉 ( N0 2 触媒 ) の残存酸素濃度は 、 6 % であ る 。

特殊廃棄物馨却炉 侮 るま、 ｢二 鰯化合物ミ ア ミ ノ 化合物若 しは シア ノ 化合物若 し く は こ れ らの誘導体ノ いて排水を処理す る工程か ら排出 され る廃棄物をシモ ニ ア を用 いて排水を処理す
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資料 4 ばい煙発生施設に対する窒素酸化物排出基準一覧
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1 4
-①
銅, 鉛, 亜鉛精錬
用培焼炉 l ] 4% S 7 8 ‐ l oか ら 250PPm S 7 8 . 1 0か ら 2 50PPm 5 7 8 1 oか ら 2Soppm 5 7 8 1 0か ら 2 Soppm 220PPm

② 焼結炉L I 1 5% 5 7 - 8 ‐ l oか ら 30oppm 5 7 8 . 1 0か ら 300PPm S 7 ‐ 8 1 0力 】 ら 30oppm 5 7 . 8 1 0力 " ら 300PPm 220PPm

③
〃 溶鉱炉

(④, ⑤以外) l l ー 5% - 5鵺 賜ら ー 20ppml 縦, 賜ら 1 20PPm 5 7 . 8 . ] 0か ら 1 20PPm 5 7 8 . l oか ら 1 20PPm 1 0OPPm

④ 亜鉛精錬用溶鉱炉
の う ち鉱滓処理炉
石炭, コ ー ク ス 、
を燃料 還元剤
と す る も の /= 1 5% 流 動鱒!め、笋鰤

-

5 7 8 1 0か ら 4 50PPm 5 7 . 8 1 0か ら 4 50PPm 4 50PPm

③)甥零鬘釀離l l 1 5% 5 7 8 1 0か ら 230PPm 5 7 8 1 0か ら 230PPm 5 7 8 . 1 0力 ･ ら 2 30PPm 5 7 8 1 0か ら 250Ppml l ooppm
⑥
溶解炉

(節~⑥以外) l l 1 22お 5 7 . 8 . 1 0か ら 200PPm 5 7 8 1 0か ら 200PPm, 5 7 . 8 1 0力 " ら 200PPm 5 7 8 1 0か ら 20oppm 1 80PPm

⑦
卸精錬用溶解炉の
う ち精製炉
ア ノ モ ー ア を還、
元割 と す る も の ′川 1 2% 5 7 . 8 1 0か ら 330PPm 5 7 8 . l o力 】 ら 330ppn 5 7 8 I 0か ら 330PPm 5 7 . 8 1 o力 ･ ら 330PPm 330PP1n

③

亜鉛精錬用溶解炉
の う ち亜鉛 ･ カ ド
ミ ウ ム 結滞炉
匹 PG, ℃OG燃焼)= 1 2% 5 7 . 8 . 1 0か ら 330 PPm 5 7 ‘ 8 . 1 0か ら 330PPm 5 7 8 l oか ら 3 30 PPm 5 7 8 0か ら 330 PPm 330PPn1

⑨
塊鈴蒲鎌用 俗解炉
の う ち回転式亜鉛
溥処理炉 l l l 2% 5 7 8 . l o力 1 ら 3 30 PPm 5 7 1 0か ら 330 PPm 5 7 8 1 0力 " ら 3 30 PPm 5 7 8 " 0か ら 330 PPm I BOPPm

⑭ 乾 燥 炉 l 1 6% 5 7 . 8 . l oか ら 20o ppm 5 7 . 8 1 0か ら 200 PPm 5 7 . 8 1 0か ら ZOO PPm! 5 7 8 1 0か ら 200 PPm 【 1 80PPm

8

、

活性炭製造用反応
炉 l 6% 5 7 . 8 . l oか ら 2oo ppm l 5 7 . 8 1 0か ら 200 ppm 糀 ぬ力ら 200 ppm ; 沸 ー oか ら 2oo ppm l 1 8 0pp

①憐誓製造用焼成炉 l l 5% 5 7 . 8 1 0か ら 200 PPm f 5 7 . 8 1 0か ら 200 PPm 梯 賜ら桝 Ppm! 郛 ぬか ら加 ppm l 80Pprn

② 隣等製造用溶解炉 - l 1 5% 5 7 8 1 0か ら 6 50 PPm- 5 78 1 0か ら 6 50 PPm 5 7 8 1 0か ら 650 PPm 5 7 8 i oか ら 6 50 PPm 600PPm

l

, 隻

①
ト リ ポ リ 燐酸ナ ト
リ ウ ム 製造用焼成
炉 l 1 5% 57 8 1 0か ら 20o ppm 5 7 8 1 0か ら 20o ppm 5 7 8 1 0か ら 200 PPm 5 7 8 1 0か ら 200 PPm 1 8 0PPm

, . )
②

ト リ ポ リ 燐酸ナ ト
リ ウ ム 製造用乾燥
炉 l 1 6% 5 7 8 1 0か ら 200 Ppm 5 7 8 1 0か ら 200 PPm 5 7 8 1 0か ら 200 PPm 5 7 8 1 0か ら 20o ppm 1 80PPm

, 2 l 鉤
鉛二次製錬等用港
解炉 l 1 2% 5 7 8 1 0か ら 200 PPm 5 7 8 l oカ ト ら 200 Ppm 5 7 . 8 1 0か ら 200 Ppm 5 7 8 1 0か ら 200 PPm 1 80PPm

5 l
鉛蓄電池製造用熔
解炉

1 2% 5 7 8 1 0か ら 200 PPm 5 7 8 l oか ら 200 Ppm 5 7 8 1 0か ら 20o ppm 5 7 8 . 1 0か ら 20o ppm 1 80PPm

6 ①
鉛系顔料製造用熔
解炉

1 2% 5 7 . 8 1 0か ら ァoo ppm 5 7 8 . 1 0か ら 20o ppm 5 7 . 8 1 0か ら 200 PPm 5 7 8 . l oか ら 200 PPm 1 80PPm

錺鱗イヒ物製造用溶
-

OS 5 7 8 1 0か ら 200 PPm 5 7 8 1 oか ら 200 PPm 5 7 . 8 J oか ら 20o ppm 5 7 8 1 0か ら 200 ppm 1 80PPm

③ 反 射 炉- 1 5% 5 7 8 1 0か ら 650 PPm 5 7 8 1 0か ら 650 PPm 5 7 8 . 1 0か ら 6 50 PPm 5 7 8 1 0か ら 6 50 PPm 600PPm

I
④ 反 応 炉

･

6% 5 7 . 8 、 l oか ら 20o ppm 5 7 8 1 0か ら 200 PPm 5 7 8 1 0か ら 200 PPm 5 7 8 J oか ら 200 Ppm 1 8 0Ppnn

⑤
鉛酸化物, 硝酸鉛
製造用反応炉

OS 5 7 8 1 0か ら 200 PPm 5 7 8 1 0か ら 200 PPm 5 7 8 . l oか ら 200 PPn1 5 7 8 l oか ら 200 PPm 1 80Ppnn

7 l硝 酸 製 造 施 設l OS 200ppnn 200 Ppnn 200PP1m 200PPm 200PPm

8 ①
コ ー ク ス炉

(オ ッ ト ー式)
0 以 上
0 未 満

7% - ZOOPPnn 初ppm 丼噂m
◎ー コ - ク遜以外) 報 8 某 為 増 続 於ら桝ppm l }畿 l か ら撒ppm

200PPm
5 5 5 1 か ら 350PPm 戸ppm i} i 70 Ppm



資料 5 自動車排出ガス規制経緯の概要
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制時期 の棚中 ( ) 内は 輸入車規制適用 時期。
(4) め 年度排出 ガス規制の う ち 2 サ イ ク ル軽乗用車の炭化水素に つい ては 、 52年 9 月 30 日 ま でそ の
適用 を延期 され た。

( こ の間の暫定規制値は 、 10 モ ー ド 5 . 6 ( 4 . 5 ) 膨魁 1 1 モ ー ド 33 ( 25 産し/テ ス ト )
(5) 昭和 臨 年版 ｢ 環境 白書 ｣ 環境庁編か ら抜 粋
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軽
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重
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I Wは等価慣性重量。

と は 車両総重量 1 , 700 kg以下の普通 自 動車及び小型 自 動車 を い う 。
と は車 両総重量 1 , 7の kg を超 え 、 2 , 500 kg 以下の普通 自 動車及び小型 自 動車 をい う 。
と は 車両総重量 2 , 卸o kg を超 え る 普通 自 動車及び小型 自 動車 をい う ( 乗用車 を除 く 。 )

) と は軽量車 、 中量車 、 軽 自 動車及び車両総重量 2, 5節 kg を超 え る 乗用車 を い う 。
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